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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し
埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
１０
月
１
日
か
ら
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
時

間
額
８９８
円
（
引
き
上
げ
額
２７
円
）
と
な
り

ま
し
た
。

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
賃
金
の
最
低
限

度
を
定
め
る
も
の
で
、
年
齢
や
雇
用
形
態

に
関
係
な
く
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使
用
者
も
労
働
者

も
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
一
部
の
産
業
に
は
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

物
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
０４８
・
６００
・
６
２

０
５

催
し
催
し

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

①「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
小
物
づ
く
り
」

②「
八
潮
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」

腹
１０
月
２０
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生
お
よ
び
保
護
者
同
伴
の
幼
児

淵
①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
台
座
に
、

可
愛
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
る

②
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
直
す

払
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
９９４
・
１
０
０
０

（
受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

生
涯
学
習
人
財
バ
ン
ク
や
し
お

楽
習
塾
講
師
企
画
講
座
「
画か

い

て
楽
し
む
楽
し
い
画え

（
水
彩
画

体
験
講
座
）」

腹
１１
月
５
日
・
１２
日
（
各
月
曜
日
）　

午

後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
陶
芸
室

覆
１８
歳
以
上
の
方
（
初
心
者
可
）

淵
水
彩
絵
の
具
で
静
物
を
描
く

講
師　
有あ

り

馬ま

正ま
さ

泰や
す

さ
ん

弗
水
彩
絵
の
具
セ
ッ
ト
一
式
、
鉛
筆
（
２

Ｂ
ま
た
は
４
Ｂ
）、
消
し
ゴ
ム

払
１２
人
（
申
込
順
）

沸
４００
円
（
画
用
紙
、
モ
チ
ー
フ
代
）

仏
１０
月
１5
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
へ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

腹
１１
月
１１
日
㈰　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
１１
月
１８
日
㈰
に
延
期

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
駐
車
場

淵
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店

物
や
し
お
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

事
務
局
（
や
し
お
生
涯
楽
習
館
内
）
☎
９９４

・
１
０
０
０

第
２１
回
ふ
れ
あ
い
ど
ん
ぐ
り

こ
ま
ま
わ
し
大
会

腹
１１
月
１１
日
㈰　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

（
景
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）　　

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

淵
ど
ん
ぐ
り
で
こ
ま
を
作
り
、
回
し
て
タ

イ
ム
を
競
う

沸
無
料

※
参
加
者
に
は
景
品
と
花
苗
を
配
布
し
ま

す
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
八
潮
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局

（
市
民
協
働
推
進
課
内
☎
焚
３
２
８
）

シ
ニ
ア
世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー

応
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会

腹
１１
月
９
日
㈮　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

１5
分

複
春
日
部
地
方
庁
舎
大
会
議
室

覆
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
方

淵
セ
ミ
ナ
ー
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
～
定
年
後

の
１０
万
時
間
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！
～
」、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
紹
介
、
交
流
会

払
８０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１０
月
２６
日
ま
で
に
、
電
話
で
県
東
部
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４８
・
７３７
・
１
１
１

０
）
へ

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
焚
３
２
８

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト

腹
１１
月
１７
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」「
星

に
願
い
を
」
な
ど
の
演
奏

出
演　
望も

ち

月づ
き

末す
え

樹き

さ
ん
（
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、
卓
上
オ
ル
ゴ
ー
ル　

な
ど
を
演
奏
）

払
８０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
９９８
・
２
５
０
０

八
幡
公
民
館
講
座

①
い
け
ば
な
講
座

腹
１０
月
２5
日
、
１１
月
１5
日
、
１２
月
１３
日
・

２７
日
、
１
月
１７
日
（
各
木
曜
日・全
５
回
）　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

講
師　
千ち

代よ

田だ

静し
ず

子こ

さ
ん
（
小お

原は
ら

流り
ゅ
う

豊ほ
う

延え
ん

会か
い

）

弗
は
さ
み
、花
包
み
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
５
５
０
０
円
（
お
花
代
、
全
５
回
分
）

②
初
心
者
の
た
め
の
男
の
料
理
教
室

腹
１０
月
２5
日
㈭　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

複
八
幡
公
民
館
調
理
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
男
性

淵
フ
ラ
イ
パ
ン
焼
売
、
鶏
の
柚
子
こ
し
ょ

う
炒
め
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
み
そ
汁
、
炊
飯

器
で
大
根
と
イ
カ
の
煮
も
の
、
塩
こ
う
じ

風
き
ゅ
う
り
の
漬
物
な
ど
を
作
る

講
師　
渡わ

た

部な
べ

都と

貴き

子こ

さ
ん
（
栄
養
士
）

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
手
ふ
き
タ
オ

ル払
１６
人
（
申
込
順
）

沸
８００
円
（
食
材
料
費
）

③
第
３
回
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

腹
１０
月
３１
日
㈬
、
１１
月
８
日
㈭
・
１４
日
㈬

・
２１
日
㈬
・
２８
日
㈬
（
全
５
回
）　

午
前

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
、
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
の
方

淵
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
り

講
師　
籠か

ご

倉く
ら

正ま
さ

美み

さ
ん

払
１３
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
代
、
第
１
・
２

回
に
参
加
さ
れ
た
方
は
無
料
）

④
油
絵
入
門
講
座

腹
１１
月
１０
日・２４
日
、
１２
月
８
日（
各
土
曜

日
・
全
３
回
）　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
、
油
絵
初

心
者
の
方

講
師　
若わ

か

山や
ま

栄え
い

作さ
く

さ
ん
（
画
家
）

淵
写
真
な
ど
の
風
景
を
油
絵
に
描
く

弗
キ
ャ
ン
バ
ス
（
Ｆ
６
サ
イ
ズ
程
度
）、

油
絵
の
具
セ
ッ
ト
一
式
、筆
記
用
具
、絵
に

し
た
い
風
景
写
真
ま
た
は
ス
ケ
ッ
チ
な
ど

払
１２
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

―
共
通
―�

 

仏
①
は
１０
月
１６
日
か
ら
、
②
は
１０
月
１４
日

か
ら
、③
④
は
１０
月
１７
日
か
ら
、窓
口
ま
た

は
電
話
で
八
幡
公
民
館
（
☎
９９５
・
６
２
１

６
、
受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
４４
回
八
潮
市
民
文
化
祭

腹
１１
月
３
日
㈷
・
４
日
㈰　
午
前
１０
時
～

午
後
５
時

複
八
潮
メ
セ
ナ

淵
展
示
の
部
＝
書
道
、
華
道
、
文
芸
、
手

工
芸
、子
ど
も
作
品
、洋
ら
ん
、魚
拓
な
ど

ス
テ
ー
ジ
の
部
＝
民
謡
、
吟ぎ

ん

詠え
い

、
舞
踊
、

ダ
ン
ス
、
郷
土
芸
能
、
歌
謡
、
合
唱
な
ど

沸
無
料

物
八
潮
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
八
幡
公
民
館
内
）
☎
９９５
・
６
２
１
６

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
学
ぶ
！

楽
し
い
整
理
収
納
講
座

腹
１１
月
２5
日
㈰　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑵

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

淵
整
理
収
納
の
具
体
的
な
実
践
方
法
に
つ

い
て
学
ぶ

講
師　
浅あ

さ

野の

博ひ
ろ

美み

さ
ん
（
整
理
収
納
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

払
３０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１０
月
２３
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館
（
☎
９９４
・
３
２
０
０
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

や
わ
た
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り

を
作
ろ
う
」

腹
１０
月
２７
日
㈯　
午
後
３
時
～
４
時

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

覆
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

淵
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
関
す
る
本
の
読
み
聞
か

せ
、
壁
飾
り
な
ど
の
作
製

払
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
八
幡
図
書
館
☎
９９５
・
６
２
１
５　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
会

「
ハ
ン
サ
ム
★
ス
ー
ツ
」

腹
１１
月
１０
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
八
條
図
書
館
多
目
的
室

淵
字
幕
や
音
声
ガ
イ
ド
付
き
の
映
画
を
上

映払
３０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

※
な
お
、
席
の
確
保
が
必
要
な
障
が
い
の

あ
る
方
は
、
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
受

付
は
１０
月
２０
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
で
八
條
図
書
館
（
☎
９９４
・
５
５

０
０
、
鯖
９９９
・
３
２
３
２
）
へ

や
し
お
市
民
大
学
市
民
公
開
講
座

「
ネ
ッ
ト
時
代
に
お
け
る
新
聞
の

使
命
」

腹
１０
月
２７
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
ネ
ッ
ト
時
代
に
お
け
る
新
聞
の
活
用
術

に
つ
い
て

講
師　
丸ま

る

山や
ま

昌ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ん
（
毎
日
新
聞
社　

代
表
取
締
役
社
長
）

払
９０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
や
し
お
市
民
大
学
運
営
事
務
局
☎
９５１
・

０
５
２
１
、
社
会
教
育
課
☎
焚
３
６
５

平
成
３０
年
度
「
青
少
年
の

主
張
大
会
」

　
市
内
の
小
・
中
・
高
校
に
在
学
す
る
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
豊
か
な
感
性
で

と
ら
え
た
、「
日
ご
ろ
感
じ
た
こ
と
や
考

え
て
い
る
こ
と
」
を
力
強
く
発
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
、
八
幡
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

腹
１１
月
１０
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
５
時

（
午
後
１
時
開
場
）

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

沸
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局

（
社
会
教
育
課
内
）
☎
焚
３
６
５

　平成３０年度、１００歳を迎える７人の方に、長寿祝
の記念品を贈呈しました。

＊同意いただいた方のみ、５０音順で掲載しています。
� 基準日　９月１５日現在

ご長寿おめでとうございます

岡
おか

田
だ

　アキ
い

さん（南川崎在住）

加
か

藤
とう

　す さん（大瀬在住）

鈴
すず

木
き

　春
はる

子
こ
さん（八潮一丁目在住）

鈴
すず

木
き

　美
み

代
よ
さん（古新田在住）

關
せき

口
ぐち

　ナツさん（大曽根在住）

福
ふく

岡
おか

　よねさん（大瀬在住）

物長寿介護課☎焚４４７

　お子さんの誕生を祝うとともに、母乳育児支援によ
り、出産後の母親の育児不安の軽減や、お子さんの健
全育成を図るため、医療機関と助産院における「乳房
マッサージおよび授乳指導（乳房ケア）」に係る費用を
給付します。
覆次のすべてに該当する方▼出産日から１年以内かつ
平成３０年１０月１日以降に乳房ケアを受けた方▼乳房ケ
ア実施日および給付金申請日に市内に住所を有する方
給付金額　１回の出産につき１回、5,０００円まで（5,０００
円に満たない場合は、その金額）
仏乳房ケアを受けた日から９０日以内に、申請書（子育
て支援課または市ホームページで入手）に領収書を添
えて、子育て支援課または駅前出張所窓口へ
物子育て支援課☎焚４２7

母乳育児支援の給付制度


